


聖隷浜松病院において、昭 61 年、昭 62 年、63 年に極小未熟児で出生し生存退院した症

例は、41、47、48 名である。これらの生存児について、就学前(6 歳時)に知能検査と、神

経学的チェックを施行したものは 61 年 39/41 年、62 年 44/47、63 年 43/48 名である。対

象児の出生体重と在胎週数(表 1)、追跡率と知能分布を表 2 に、発達障害の頻度を表 3 に

示した。また、各年度における WISC-R の出生体重別の結果を表 4に WISC-R 下位検査項目

の平均と標準偏差を表 5に示した。


